
「平成２６年度全国学力・学習状況調査」の結果について 
１ はじめに 
長洲町教育委員会では、長洲町の児童生徒の学力や学習状況がどのような状況にある

のかを把握し、指導の改善等に生かすために「全国学力・学習状況調査」を活用してい

ます。 

今回の調査結果を、全国や県及びこれまでの調査結果と比較することにより、教育施

策の成果と課題が見えてきました。この結果を町民の皆様と共有することにより、長洲

町の児童生徒の「確かな学力」の向上に取り組んでいきたいと思います。 

なお、今回の調査で得られた結果は、児童生徒の「学力の一部」であることから、今

後様々な検証を行い、子どもたちの学力を多角的に把握し、さらなる指導の改善に努め

ていきます。 

２ 調査の概要 
 ○調査対象 小学校６年生 中学校３年生 
（１）教科に関する調査（国語、算数・数学） 
・「主として知識に関する問題」 
身に付けておかなければならない内容や、常に活用できるようになっていること

が望ましい知識・技能などに関わる問題 
  ・「主として活用に関する問題」 

知識・技能を活用する力や、課題解決のため構想を立て実践し、評価・改善する

力に関わる問題 
 （２）生活習慣や学習環境に関する質問紙調査 
  ・学習意欲、学習方法、学習習慣、学習環境、生活の諸側面に関する調査 
３ 調査結果の概況 
 （１）教科に関する調査 
 ①国語 

 小６・Ａ知識 小６・Ｂ活用 中３・Ａ知識 中３・Ｂ活用 
全国平均正答率 ７２．９ ５５．５ ７９．４ ５１．０ 
県平均正答率 ７１．６ ５４．８ ７９．０ ５１．３ 
町平均正答率 ７３．６ ５６．８ ７５．０ ４６．３ 

 
②算数・数学 

 小６・Ａ知識 小６・Ｂ活用 中３・Ａ知識 中３・Ｂ活用 
全国平均正答率 ７８．１ ５８．２ ６７．４ ５９．８ 
県平均正答率 ７９．３ ５８．５ ６７．４ ６１．６ 
町平均正答率 ８０．８ ５９．４ ５９．６ ５３．６ 



 【分析と対策】 
 ・小学校の国語では正答数の分布が全国や県の分布と似ていて、良好と言える。 
・中学校は国語・数学とも、正答数の少ない生徒が多く、偏りがある。 
・小学校では「算数Ａ知識」の問題で全問正解した児童が多くいた。 
＊正答数が少ない児童生徒を重点的に指導する取組に力を入れていきたい。 
＊学校間格差や個人格差が見受けられるので、一人一人の児童生徒の実態に合った

教育指導ができるように、指導助言及び環境整備に力を注いでいきたい。 
＊長洲町学力向上対策委員会を活性化し、実態把握と対策について検討を重ね、学

力向上のための取組を推進していきたい。 
 

  （２）生活に関する調査 
    ◎生活習慣は学習の結果に大きな影響を与えます。それぞれの学校からの生活に

関する調査の結果をご覧いただいて、家庭でできる改善点があれば改善をお願

いします。 
    ◎携帯やスマホの使用時間が長いほど平均正答率は低くなっていることが全国的

に問題となっています。長洲町教育委員会でも携帯やスマホの使用については

危機感を感じており、学校や関係機関と連携してその対応策を講じていきたい

と思います。 
    ◎ＰＴＡと連携し、「早ね・早起き・朝ごはん運動」などに取り組み、生活習慣の

確立を図り、学力向上につなげていきたい。 
 
４ これからの取組について 
   各学校には「学力向上対策プラン」が作成され、そのプランに沿って学力向上が図

られ実践されているが、学校間格差がみられる。今後、対策を立て、学力向上のため

の取組を行うように指導助言をしていきたい。また、長洲町学力向上対策委員会作成

の「学力向上のための３つのアクションプラン」があるが浸透していないと感じてい

る。ＰＴＡと連携しながら家庭学習の充実を図り、学力向上を目指していきたい。ま

た、六栄小学校は熊本県教育委員会の「学力充実研究推進校」の指定、腹赤小は玉名

荒尾地区教育委員会連絡協議会の指定を受け学力の向上を目指しているところである。 
 
 


